
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

資

金

管

理

団

体

の

届

出

事

項

の

異

動

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

指

定

取

消

し

〃

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

辞

退

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

指

障

害

福

祉

課

定

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

指

〃

定

○

〃

〃

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

事

〃

業

の

休

止

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

施

術

機

関

の

指

〃

定

○

都

市

計

画

事

業

の

事

業

計

画

の

変

更

認

可

都

市

計

画

課

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

岡

山

県

公

報

平成２９年２月１７日 第１１８６４号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
二
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

川
辺
薬
局

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
一
七
九
七

三

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

－

平成２９年２月１７日　岡山県公報　第１１８６４号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
三
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
四
十
九
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た

）
）
。

、

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院
，
診
療
所
又
は
薬
局

名
称

所
在

地
指
定
年
月
日

吉
松
屋
薬
局
月
田
店

真
庭
市
月
田
６
８
２
７
－
１

H
2
9
.
１
.
１

平成２９年２月１７日　岡山県公報　第１１８６４号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
四
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

（
）

（
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

介
護
扶
助
又
は
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
を
担
当
さ
せ
る
介
護
機
関
を
次
の
と
お

（
）

）
。

、

。

り
指
定
し
た

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業
者
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

居
宅
介
護
事
業
所
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

備
前
市

備
前
市
東
片
上
１
２
６

備
前
市
国
民
健
康
保
険
市
立
日
生
病
院

備
前
市
日
生
町
寒
河
２
５
７
０
－
４
１

H
2
9
.
１
.
1
1

平成２９年２月１７日　岡山県公報　第１１８６４号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
五
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

（
）

（
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

介
護
扶
助
又
は
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
介
護
予
防
を
担
当
さ
せ
る
介
護
機
関
を
次
の
と
お

（
）

）
。

、

。

り
指
定
し
た

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業
者
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

介
護
予
防
事
業
所
の
名
称

介
護
予
防
事
業
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

備
前
市

備
前
市
東
片
上
１
２
６

備
前
市
国
民
健
康
保
険
市
立
日
生
病
院

備
前
市
日
生
町
寒
河
２
５
７
０
－
４
１

H
2
9
.
１
.
1
1

平成２９年２月１７日　岡山県公報　第１１８６４号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
六
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

（
）

（
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
休
止
の

（
）

）
。

、

。

届
出
が
あ

た
っ

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業
者

種
類

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

休
止
年
月
日

居
宅
介
護
支
援
事
業
者

サ
ン
キ
・
ウ
エ
ル
ビ
ィ
株
式
会
社

広
島
県
広
島
市
西
区
商
工
セ
ン
タ
ー
六

サ
ン
キ
・
ウ
エ
ル
ビ
ィ
居
宅
介
護
セ
ン

玉
野
市
迫
間
２
０
７
４
－
１

ミ
ヤ
テ

H
2
8
.
1
2
.
3
1

丁
目
１
－
１
１

タ
ー
荘
内

ッ
ク
ス
ビ
ル
２
０
３
号

平成２９年２月１７日　岡山県公報　第１１８６４号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
七
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
五
条
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法

（
）

（
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
施
術
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し

（
）

）
。

、

。た

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

施
術
所
を
開
設
し
て
い
る
施
術
者

氏
名

施
術
所
の
名
称

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

西
日
出
雄

ふ
く
ろ
う
整
骨
院

勝
田
郡
勝
央
町
勝
間
田
３
５
－
３

H
2
9
.
１
.
1
9

平成２９年２月１７日　岡山県公報　第１１８６４号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三

年
八
月
九
日
付
け
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
十
七
号
で
告
示
し
た
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業
の

事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

施
行
者
の

事
業
の
種
類
及
び
名
称

事

業

施

行

期

間

事

業

地

名

称

岡

山

市

岡
山
県
南
広
域
都
市
計

平
成
二
十
三
年
八
月
九
日

収
用
の
部
分

画
道
路
事
業

か
ら

変
更
な
し

三
・
三
・
岡
三
百
十
一

平
成
三
十
五
年
三
月
三
十

使
用
の
部
分

大
元
二
日
市
町
線

一
日
ま
で

な
し

平成２９年２月１７日　岡山県公報　第１１８６４号



〔

〕

（

）

、

四
九

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

平
成
十
年
法
律
第
七
号

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
二
月
十
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
郷
内
村

三

代
表
者
の
氏
名

豊
田

智

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
林
一
一
四
〇
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
地
域
住
民
に
対
し
て
、
通
所
介
護
等
の
事
業
及
び
食
事
サ
ー

ビ
ス
・
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
業
を
主
に
行
い
、
保
健
・
医
療
及
び
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

目
的
、
特
定
非
営
利
活
動
の
種
類
及
び
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類

平成２９年２月１７日　岡山県公報　第１１８６４号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

一

政
党
の
支
部

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

一
以
上
の
市
町
村
等

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

の
区
域
を
単
位
と
し

届
出
年
月
日

て
設
け
ら
れ
る
支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
第
五
支
部

和

氣

健

藤

田

瑛

次

岡
山
市
北
区
田
中
六
二
二

四

○

平
成
二
九
・

一
・
二
四

－

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
第
二
十
三
支
部

吉

本

賢

二

平

田

潤

一

〃

〃

津
島
福
居
二

一
〇

七

○

〃

一
・

六

－
－

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

１

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
職
の
種
類
（
第
一
号
）

届
出
年
月
日

幸
福
実
現
党
岡
山
第
２

田

部

雄

治

田

部

雄

治

瀬
戸
内
市
邑
久
町
宗
三
二
四
一

三

衆
議
院
議
員

平
成
二
九
・

一
・
一
三

－

選
挙
区
支
部

幸
福
実
現
党
岡
山
第
５

加

藤

健

太

加

藤

健

太

総
社
市
真
壁
六
一
五

一

衆
議
院
議
員

〃

一
・
一
二

－

選
挙
区
支
部

２

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

い
い
づ
な
洋
平
後
援
会

宗

本

康

紀

飯

綱

浩

二

苫
田
郡
鏡
野
町
寺
元
一
六
五

五

平
成
二
九
・

一
・
一
一

－

永
徳
省
二
後
援
会

永

徳

省

二

永

徳

栄
里
子

赤
磐
市
桜
が
丘
東
二

二

六
四
一

〃

一
・
一
九

－
－

大
森
し
ん
じ
後
援
会

大

森

進

次

利

守

豊

司

〃

〃

五

五

一
一
三

〃

一
・
一
六

－
－

さ
と
う
た
け
し
後
援
会

霜

門

勲

佐

藤

武

〃

桜
が
丘
西
九

六

八

〃

一
・
二
五

－
－
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柴
田
正
志
後
援
会

井

原

敬

典

八

田

健

二

真
庭
市
若
代
四
〇
〇

一

〃

一
・

六

－

松
島
幸
一
後
援
会

松

島

幸

一

鳥

越

幹

司

久
米
郡
美
咲
町
久
木
一
〇
〇

〃

一
・
一
三

光
成
よ
し
み
つ
後
援
会

光

成

良

充

清

野

正

道

赤
磐
市
桜
が
丘
西
三

一

九

〃

一
・
二
七

－
－

光
吉
ひ
と
し
後
援
会

植

木

俊

司

小

林

淳

子

苫
田
郡
鏡
野
町
真
加
部
三
七
九

〃

一
・
一
二

村
上
祐
二
後
援
会

村

上

祐

二

村

上

祐

二

久
米
郡
美
咲
町
大
垪
和
東
一
四
二
一

一

〃

一
・

五

－

和
田
ひ
ろ
の
ぶ
後
援
会

和

田

広

宣

和

田

佐

紀

美
作
市
豊
国
原
二
一
〇

一

〃

一
・
二
四

－
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
岡
山
県
衆
議
院

平

沼

赳

夫

会
計
責
任
者
の
氏
名

福

井

慎

二

西

岡

純

子

平
成
二
九
・

一
・

六

支
部

自
由
民
主
党
津
高
支
部

斉

藤

行

義

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
津
高
七
九
三

一

岡
山
市
北
区
富
吉
一
七
四
一

平
成
二
八
・
一
二
・

一

－

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

明
日
の
赤
磐
を
創
る
会

鈴

鹿

尚

史

代
表
者
の
氏
名

鈴

鹿

尚

史

澤

健

平
成
二
九
・

一
・
二
五

安
藤
功
後
援
会

安

藤

稔

〃

安

藤

稔

福

原

貞

夫

〃

一
・
二
〇

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

木

村

善

人

安

藤

稔

〃

〃

内
海
け
ん
じ
後
援
会

古

川

忠

雄

代
表
者
の
氏
名

古

川

忠

雄

和

田

孝

行

〃

〃

大
月
健
一
後
援
会

林

建

樹

会
計
責
任
者
の
氏
名

大

塚

和

弌

藤

原

杢

二

平
成
二
八
・

九
・
一
八

片
田
八
重
美
後
援
会

田

渕

優

一

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

苫
田
郡
鏡
野
町
下
斎
原
七
一
八

苫
田
郡
鏡
野
町
上
齋
原
八
八
〇

平
成
二
九
・

一
・
一
八

左
居
喜
次
後
援
会

武

中

邦

嘉

代
表
者
の
氏
名

武

中

邦

嘉

海

内

利

夫

〃

一
・
二
一

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

谷

本

泰

則

内

田

登

〃

〃

さ
と
う
武
文
後
援
会

植

田

行

茂

代
表
者
の
氏
名

植

田

行

茂

塩

見

眞

澄

平
成
二
八
・
一
二
・

一

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

藤

原

一

郎

花

房

弘

〃

〃

市
政
を
良
く
す
る
会

森

敬

一

代
表
者
の
氏
名

森

敬

一

木

村

桂

子

平
成
二
九
・

一
・
一
七

正

喜

会

石

垣

美
雉
子

〃

石

垣

美
雉
子

石

垣

正

夫

平
成
二
八
・
一
一
・

九

全
国
小
売
酒
販
政
治
連
盟
岡

多

田

駿

会
計
責
任
者
の
氏
名

真

治

憲

之

岡

野

勉

平
成
二
九
・

一
・
二
五
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山
県
支
部

拓

道

会

渡

邊

知

典

〃

渡

邊

江

美

渡

邊

和

子

〃

一
・
二
六

中
山
忠
明
後
援
会

岡

本

善

弘

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

美
作
市
林
野
三
一
七

二

美
作
市
林
野
四
四
八

一

〃

一
・
一
八

－
－

林
と
し
ひ
ろ
後
援
会

林

敏

宏

〃

岡
山
市
中
区
門
田
屋
敷
一

九

四
二

岡
山
市
中
区
門
田
本
町
二

一

三
二

二
〇

平
成
二
八
・
一
二
・
二
三

－
－

－
－

－

三

藤
澤
正
則
後
援
会

礒

田

満

男

代
表
者
の
氏
名

礒

田

満

男

鹿

島

正

道

平
成
二
九
・

一
・
二
二

本
山
こ
う
じ
後
援
会

有

元

充

〃

有

元

充

岡

本

敏

徳

平
成
二
八
・
一
二
・
三
一

吉
田
と
お
る
後
援
会

吉

田

徹

会
計
責
任
者
の
氏
名

吉

田

純

子

植

野

善

久

平
成
二
九
・

一
・
二
四
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

石
垣
正
夫
後
援
会

横

内

久

明

平
成
二
八
・
一
二
・
三
一

國

士

塾

山

本

弘

樹

〃

一
二
・
二
五

柴
田
聖
和
後
援
会

三

宅

政

雄

平
成
二
九
・

一
・
一
八

正

喜

会

石

垣

美
雉
子

平
成
二
八
・
一
二
・
三
一

正

風

会

横

内

久

明

〃

〃

羽
場
純
三
後
援
会

川

上

盛

男

〃

〃

光
成
よ
し
み
つ
後
援
会

光

成

良

充

平
成
二
九
・

一
・
二
七
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た

者
（
代
表
者
）
の
氏
名

大

森

進

次

赤
磐
市
議
会
議
員

大
森
し
ん
じ
後
援
会

赤
磐
市
桜
が
丘
東
五

五

一
一
三

平
成
二
九
・

一
・
一
六

－
－

光

成

良

充

赤
磐
市
議
会
議
員

光
成
よ
し
み
つ
後
援
会

〃

桜
が
丘
西
三

一

九

〃

一
・
二
七

－
－

和

田

広

宣

美
作
市
議
会
議
員

和
田
ひ
ろ
の
ぶ
後
援
会

美
作
市
豊
国
原
二
一
〇

一

〃

一
・
二
四

－
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

資
金
管
理
団
体
の
届

出
を
し
た
者
の
氏
名

澤

健

さ
わ

け
ん
と
温
か
い
ま

公
職
の
種
類

赤
磐
市
長

赤
磐
市
議
会
議
員

平
成
二
八
・

九
・
三
〇

ち
を
作
る
会

林

敏

宏

林
と
し
ひ
ろ
後
援
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
中
区
門
田
屋
敷
一

九

四
二

岡
山
市
中
区
門
田
本
町
二

一

三
二

二
〇

〃

一
二
・
二
三

－
－

－
－

－

三
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岡
山
県
選
管
告
示
第
十
一
号

◎
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届

資
金
管
理
団
体
で

資
金
管
理
団
体
の
名
称

出
を
し
た
者
の
氏
名

な
く
な
っ
た
年
月
日

石

垣

正

夫

正

喜

会

平
成
二
八
・
一
一
・

九

光

成

良

充

光
成
よ
し
み
つ
後
援
会

平
成
二
九
・

一
・
二
七
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